













































































































































































































































































Denn Ich nehme zuerst die Zahl 7， und， indem ich fur den Begriff der 5 die Finger 
-32-
文学部論集第85号 (2001年3月)
meiner Hand als Anschauung zu Hilfe nehme， so tue ich die Einheiten， die ich vor 
her zusammennahm， um die Zahl 5 auszumachen， nun an jenem meinem Bilde nach 




上の文章の中で、数について「五の概念 (derBegriff der 5) J という表現と「数5 (die 
Zahl 5) J という言い方が区別されている。
「私の子の指を五の概念の直観として手がかりにしながら、…」。ここから見て取れるように、
「五の概念」は直観が与えられる以前を言っている o この数の概念を「超え出る (hinausge-
hen uber.. .) Jために直観が必要である。「数5J という表現にともなうのがこの「直観」で
ある o カントの直観は個体を与える。だから、ここで直観によって与えられるのは、一つの手、
一本の指、一個の点といった、一つ一つの対象である。ここで「数5Jは一つの手の姿をとも













(1). ((1)+ 1). (((1 + 1))+ 1). ((((1 + 1)))+ 1)))+ 1). (((((1 + 1))))+ 

















































人の魂は精神であるJ (A 5 1)。三つの命題を記号で表現すれば、 B→C， A→B， A→C 。
そこで、 B→C， A→B， A→Cで、 Bを一つに書くと、 A→B→Cの列ができる。特色式が
語るのはこのような列である。
Aを、たとえばカン卜とする。カントの特色はいくつも挙げることが可能でhある。そこで、
A， B， C三項に加えて、類種関係を成して特色となるDやEを考える。 DやEを加えた第一



























であるJ (5.22)0 r操作の継続的適用という考えは、〈そして次々に (undso weiter>>という
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